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本校における日本語指導の変遷
向島二の丸小～向島秀蓮小中学校

＜向島二の丸小学校＞

• 平成４年（１９９２）  日本語教室設置

• 平成１８年（２００６）

～平成２７年（２０１５） 漢語少年宮（中国語教室）設置

＜向島秀蓮小中学校＞
• 令和元年（２０１９年） 国際教室設置

• 現在 京都市日本語指導サポート校



向島秀蓮小中学校 外国籍生徒在籍
〇韓国・朝鮮 〇中国 〇フィリピン
〇ベトナム 〇タイ 〇ネパール

〇インド 計３４人
＊帰化している生徒は含めない

〇支援の対象生徒
●外国からの編入
●外国にルーツがあり、日本生まれ日本育ちだ

が、家庭で日本語以外の言語を使っていて、
学習に十分な日本語が育っていない生徒



京都市の帰国・外国人生徒に対する支援

☆特別の教育課程による日本語指導
☆日本語指導ボランティア（放課後）

☆通訳

ボランティア（対面）

teams（オンライン）
あ い



＊日本語指導の時間が足りない・・・

＜指導期間＞原則2年
＜指導時数＞
◎来日すぐの生徒（日本語ゼロ）
来日（指導開始）から１年・・・週２時間

指導開始後、１年から２年・・・週１時間→２年で終了
◎ある程度日本語ができる生徒

指導開始から１年・・・・・・・・・週１時間

京都市の帰国・外国人生徒に対する支援

日本語指導
の時間

（週２時間）

教室で過ごす時間
２０時間以上

●特別の教育課程による日本語指導



＜対象＞外国にルーツの生徒や保護者
＜内容＞編入時、家庭訪問、懇談会、各種説明会

新規編入生徒への適応支援（授業の通訳は×）

※年度内生徒一人につき１０回まで（来日初年度は２０回）
※通訳申請は１週間前までに（国際教室から申請）

※個人面談等は２倍の時間を確保する

●通訳ボランティアの派遣

京都市の帰国・外国人生徒に対する支援

＊準備・進行に時間がとてもかかる・・・



保護者や生徒に聞きたいこと・伝えたいこと

母語支援員が、保護者に電話をかけたり、
生徒の話を聞き取ったりする。

英語・中国語・フィリピノ語

月～金 ９：００～１６：３０

●Teamsで通訳

京都市の帰国・外国人生徒に対する支援

＊通訳できる言語が限られる・・・
授業では使う事ができない・・・



現場の困り

• ポケトーク ・GIGA端末の活用

＊日本語指導の時間が足りない・・・
＊準備・進行に時間がとてもかかる・・・

＊通訳できる言語が限られる・・・
授業では使う事ができない・・・

リアルタイム多言語翻訳
システム（edubridge)づ



リアルタイム多言語翻訳システムの活用

＊日本語指導の時間が足りない・・・
→日本語がリアルタイムで母語に翻訳されることで

わかる日本語が増える。



リアルタイム多言語翻訳システムの活用

＊準備・進行に時間がとてもかかる・・・
→GIGA端末が２台のみでOK。
生徒が自分で用意することができる。



リアルタイム多言語翻訳システムの活用

＊通訳できる言語が限られる。授業で活用できない・・・
→通訳できる言語が多く、本校生徒の母語に対応できる
→授業で十分活用できる。



◆外国人生徒支援以外の活用

・耳が不自由な生徒・保護者への支援

・特別支援教育の支援としての活用 など

◆使用する上で注意していること

・通訳者の代わりにはなるが、日本語指導が

増えるわけではない。

→多言語翻訳システムに頼りすぎない。

リアルタイム多言語翻訳システムの活用



向島秀蓮⼩中学校


